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	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
7000系アルミニウム（Al）合金の押出加工高速化に向けて、新しい工具材種の検討として、コバルトクロムモリブデン材（CoCrMo）を適用し、従来工具種である合金工具鋼SKD61との押出特性比較調査を行った。加えて、工具表面冷却効果の検証として、液体窒素を用いた冷却処理による押出特性調査を行った。
CoCrMo工具に工具表面へのナノテクスチャリングを行い、テクスチャの位置における凝着影響性を評価した。ベアリング部へのテクスチャリングはAlの凝着を誘発し、ダイス側面のベアリング部への流入部へのナノテクスチャリングは材料の流動性を若干ではあるが向上させた。マクロスケールでの押出しではナノレベルのテクスチャの効果は薄い結果となった。一方で、マグネシウムのマイクロ後方押出しにＣｏＣｒＭｏ工具とナノテクスチャを付与することで、工具への凝着低減効果と材料流動性の向上に寄与した。
工具表面冷却効果の検証では液体窒素用の流路を持つ押出工具を作製し、熱間押出実験を行った。液体窒素による冷却から、加工発熱よる押出温度の増加を抑制できた。流路の問題を克服するダイセ設計に取り組み、冷却を均一化させ材料流動性の向上とテアリングなどの温度起因となる表面欠陥を抑制し、高速化の実現可能性を見出した。

【今後の展望】
CoCrMoは工具への高い耐凝着性を示唆したため、7000系Al合金の工具寿命の問題点である工具の亜鉛脆化に対しては有効であると考えられる。一方で加工発熱の影響が増大することから、積極的な工具冷却が必要であるため、CoCrMo工具と冷却を合わせた押出加工の実現がテアリングや工具寿命の向上に寄与すると考えられるため、これらを合わせて研究を進めていく。加えて、Zn、Mg、Cuなど7000系Al合金に含まれる合金元素が押出特性に及ぼす影響を調査するために、それぞれの合金成分を変化させ、押出実験と押出や鍛造加工を模擬した摩擦試験を行う。
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